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オープニング：かわば春駒チェリーズの田園流雅

2015年度の診療体制

　
「
創
立
60
周
年　
く
ら
し
を
守
り
健
康
を
育
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
3
月
15
日（
日
）、
川
場
村

文
化
会
館
で
第
38
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
行
わ
れ
１
８
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

か
わ
ば
春
駒
チ
ェ
リ
ー
ズ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、「
だ
ん
べ
え
踊
り
・
田
園
流
雅
」
に
活
力

を
も
ら
い
、
来
賓
の
関
清
川
場
村
長
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
活
動
報
告
や
「
笑
い
ケ
ア
体
操
」
で
交
流
し
、
生
協
創
立
60
周
年
を
締
め
く
く
る

に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

根
の
保
健
」
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
実
に
様
々
な
、
そ

し
て
重
要
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
▼
一
つ
は
、
当
院
へ
の

医
師
支
援
。
当
時
は
、
大
学
病
院

人
事
の
影
響
で
診
療
が
立
ち
行
か

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
上
部
団
体
で
あ
る
全
日
本

民
主
医
療
機
関
連
合
か
ら
「
利
根

沼
田
の
地
域
医
療
を
守
る
」
を
合

言
葉
に
、
内
科
・
外
科
の
医
師
支

援
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
直

後
で
被
災
地
に
も
医
師
を
は
じ
め

多
く
の
医
療
従
事
者
を
継
続
的
に

送
り
出
す
中
、
当
院
に
も
１
年
間

で
計
１
０
０
人
の
医
師
派
遣
を
実

行
し
て
く
れ
ま
し
た
▼
二
つ
目
は
、

組
合
員
要
求
の
実
現
。
医
師
体
制

の
影
響
で
、
新
病
院
計
画
が
一
旦

頓
挫
す
る
中
、「
利
根
西
部
に
診

療
所
を
」
の
組
合
員
要
求
を
受
け

て「
生
協
み
な
か
み
歯
科
」が
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
「
病
院
へ
の
送
迎
バ

ス
を
」
と
い
う
切
実
な
要
求
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

現
在
「
通
院
支
援
制
度
」
と
し
て

実
現
し
ま
し
た
。
今
は
、
ど
ち
ら

も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で

す
▼
新
年
度
は
、
総
合
診
療
科
に

新
た
に
４
名
の
医
師
を
迎
え
、
と

ね
診
療
所
に
も
、
地
元
出
身
医
師

が
１
名
着
任
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
９
月
開
院
の
新
病
院
で

は
、「
組
合
員
ホ
ー
ル
」
が
併
設

さ
れ
、
組
合
員
が
い
っ
そ
う
主
体

的
に
健
康
づ
く
り
に
励
め
る
環
境

と
な
り
ま
す
▼
４
年
の
月
日
が
経

過
し
、
当
生
協
の
と
り
く
み
は
着

実
に
す
す
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
が
、
被
災
地
復
興
が
不
十

分
な
現
実
に
は
大
き
く
心
が
痛
み

ま
す
。（
病
院
副
事
務
長
・
原
澤
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら

４
年
が
経
過
し
た
過
日

の
３
月
11
日
、
職
場
閲

覧
用
の
４
年
前
の
「
利

一人は万人のために 万人は一人のために

病を知れば癒ゆるに近し　病気の原因がわかれば癒えるのも早い。自己の欠点に気がつけば、改悟しやすいというたとえ。

（１） 第547号2015年４月１日（毎月1回1日発行）

「笑いケア体操」でもりあがる参加者 班
会
で
広
め
よ
う
「
笑
い
ケ
ア
体
操
」

第38回
保健組織活動
交流集会

笑
い
で

７
演
題
で
交
流

安
全
・
安
心
の
医
療
と

健
康
づ
く
り

　
　
　
　

介
護
の
提
供
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生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・28,322 人
出 資 金 額・・・・1,459,732,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・51,540 円
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沼
田
南
・
細
木
潮
理
事
、
職

員
・
宮
田
貴
美
子
さ
ん
（
川
場
村

在
住
）
の
司
会
進
行
、
綿
貫
藤
江

実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
開
会
。

背
景
に
あ
る
環
境
の
改
善
も
考
慮

し
た
医
療
の
提
供
や
健
康
づ
く
り

の
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
発
揮
し
た
。

総
合
診
療
科
医
師
の
増
員
に
よ
る

午
後
の
内
科
一
般
外
来
開
設
や
眼

科
医
師
の
常
勤
化
、
整
形
外
科
医

の
増
員
な
ど
を
報
告
。

　
「
病
院
の
運
営
や
活
動
状
況
が

良
く
わ
か
っ
た
」「
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
に

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

場
所
は
不
要
・
個
人
に
合
わ
せ
て

で
き
る
な
ど
班
会
に
適
し
て
い
ま

す
。
人
が
集
ま
っ
た
ら
笑
う
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　

手
塚
さ
ん
は
、
辛
い
こ
と
も
笑

い
と
ば
す
こ
と
が
「
笑
い
ケ
ア
体

操
」。
笑
顔
の
人
と
は
ケ
ン
カ
で

き
な
い
。笑
い
は
伝
染
す
る
。笑
顔

を
も
っ
と
広
げ
た
い
と
話
し
ま
す
。

　

組
織
委
員
長
の
広
橋
理
事
は

「
笑
い
は
幸
福
に
な
り
、
賢
く
な

っ
て
帰
れ
る
。
班
会
で
ひ
ろ
げ
、

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

当
日
、
急
な
訴
え
に
も
関
わ
ら

ず
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
カ
ン

パ
に
、
６
５
、１
３
３
円
が
寄
せ

ら
れ
、
医
療
福
祉
生
協
連
の
「
福

島
子
ど
も
応
援
団
募
金
」
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
支
部
の
加
藤
理
事
は
、
た
ま

り
場「
工
房
池
の
上
」の
誕
生
秘

話
と
ま
だ
ま
だ
続
く
創
作
へ
の

お
も
い
。
理
事
会
平
和
・
社
保

委
員
長
の
角
田
理
事
か
ら
は
２

０
１
４
年
度
方
針
に
も
と
づ
い

た
一
年
間
の
と
り
く
み
。
組
織

部
職
員
の
金
井
さ
ん
か
ら
３
つ

の
組
合
員
ホ
ー
ル
と
新
病
院
に

で
き
る
ホ
ー
ル
の
活
用
紹
介
な

ど
７
演
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
７
分
散
会
場
で

「
あ
な
た
が
思
う
健
康
を
つ
く

る
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
組
合

員
と
職
員
が
交
流
を
含
め
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
活
動
で
は
、
川
場
中
野

班
の
宮
田
り
え
子
さ
ん
か
ら
、
若

い
世
代
が
集
ま
っ
て
年
間
計
画
を

た
て
楽
し
み
な
が
ら
続
い
て
い
る

班
会
の
様
子
。
水
上
支
部
の
小
崎

副
支
部
長
は
、
機
関
紙
「
利
根
の

保
健
」
配
布
者
交
流
会
を
10
年
継

続
し
、
受
け
身
か
ら
積
極
的
な
活

動
へ
の
変
化
。
須
川
支
部
の
太
田

支
部
長
は
、
支
部
分
割
か
ら
気
づ

い
た
こ
と
「
人
が
集
ま
る
こ
と
は

つ
な
が
る
こ
と
」。
新
巻
支
部
の

林
支
部
長
は
、「
な
ん
と
か
な
る

さ
」
の
お
も
い
か
ら
機
関
紙
の
梱

包
作
業
に
加
え
全
班
長
へ
の
手
配

り
が
９
ヶ
月
に
な
る
活
動
。
利
根

　

特
別
報
告
で
は
原
田
専

務
理
事
か
ら
、「
２
０
１

４
年
度
の
到
達
と
２
０
１

５
年
度
に
む
け
て
」
と
し

て
、
困
難
を
乗
り
越
え

て
「
苦
情
を
宝
に
・
接

遇
改
善
・
断
ら
な
い
救

急
」
を
合
言
葉
に
利
用
結

集
か
ら
黒
字
確
保
に
。
通

院
支
援
や
短
時
間
通
所
・

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も
好
評
で

利
用
者
が
ふ
え
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
は
、
９
月

新
病
院
開
院
に
伴
い
跡
地

利
用
も
検
討
。
と
ね
診
療

所
や
介
護
施
設
の
整
備
と

あ
わ
せ
、
医
療
・
介
護
一

体
と
な
り
、
こ
の
地
域
で

安
全
・
安
心
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

糸
賀
病
院
長
か
ら
は
、

「
利
根
中
央
病
院
の
現
状

と
来
年
度
の
医
師
体
制

等
」
に
つ
い
て
。
Ｈ
Ｐ
Ｈ

（
健
康
増
進
活
動
拠
点
病

院
）
と
し
て
1
年
間
と
り

く
み
、
単
に
「
病
気
を
治

す
」
で
は
な
く
、
病
気
の

　とね診療所に、４月１日付で小林正人
医師が着任され、３名の医師体制となり
ます。小林先生は、自治医科大学を卒業
後、群大病院第２内科に入局。その後ア
メリカで家庭医学専門医を取得し、帰国
後は総合内科専門医として、へき地医療
などに従事されていた経験豊かな先生です。

　火曜日の２診体制、土曜日診療、午後の定期訪問診療
枠の拡大、急患や往診への対応ができる予定です。

1,691人から
3,621坪（14,484万円）

一坪増資運動
（2015年３月23日現在）

　

記
念
講
演
で
は
、
笑
い
ヨ
ガ
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
の
手
塚
美
恵
子
さ
ん

（
新
潟
医
療
生
協
組
織
部
）
が

「
笑
い
ケ
ア
体
操　

笑
顔
に
な
る

笑
い
ヨ
ガ
！
」
を
実
習
形
式
で
行

い
、
会
場
内
が
笑
い
の
渦
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
笑
い
ケ
ア
体
操
」は
、
笑
う
動

作
を
す
る
こ
と
で
笑
い
癖
を
つ
け

ま
す
。
ゲ
ラ
ゲ
ラ
筋
（
表
情
筋
・

横
隔
膜
や
胸
・
お
腹
な
ど
笑
い
に

必
要
な
筋
肉
）
が
鍛
え
ら
れ
、
全

身
運
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
笑
い

は
呼
吸
法
と
考
え
、
酸
素
を
た
っ

ぷ
り
と
る
こ
と
で
血
流
が
よ
く
な

る
こ
と
か
ら
認
知
症
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
１
人

で
は
笑
え
な
く
て
も
大
勢
で
笑
う

こ
と
で
無
理
な
く
笑
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
く
ら
い

の
子
ど
も
は
１
日
２
、０
０
０
回

笑
う
。
し
か
し
大
人
に
な
る
と
知

性
と
教
養
が
邪
魔
を
す
る
そ
う
で

す
。
子
ど
も
に
か
え
っ
て
笑
い
ま

し
ょ
う
。
道
具
や
費
用
・
特
別
な

とね診療所「医師拡充　３名体制へ！」

午後

午前

月

都築

小林

１診 長坂

小林

都築

都築

長坂

長坂

1・3・5 小林
2・4 長坂

1・3・5 小林
2・4 長坂急患・訪問診療

小林

※小林２診 小林

火 水 木 金 土



第30回囲碁大会

　

雛
祭
り
の
行
事
と
し
て
３
月

５
日
（
木
）
に
入
所
47
人
、デ
イ
ケ

ア
33
人
が
参
加
し
て
餅
つ
き
大

会
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

が
交
替
で
杵
を
持
ち
、「
ヨ
イ
シ

ョ
！
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
の
掛
け
声
で

勢
い
よ
く
つ
き
、
最
後
は
１
０
０

歳
に
な
る
方
が
つ
き
あ
げ
て
、
見

　生活習慣病の代表的な病気である糖尿病の基礎知識
について専門スタッフが分かりやすく説明します。

　第１回目　２０１５年４月11日（土）午前10時～（午前9：30受付開始）
◦場　　　所：利根中央病院講堂　◦問い合わせ先：☎２２‐４３２１　病院内科外来
◦参加費無料：申し込み不要
◦今後の予定（変更する場合があります）

将
来
に
も
役
立
つ

利 根 の 保 健

病を護りて医を忌む　病気をそっとしておいて医者に見せるのを嫌う。自分に過失があっても、人のいさめを聞かないことにたとえていう。

（２）第547号2015年４月１日（毎月1回1日発行）

　

３
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、「
高
校
生
看
護
体
験
」
を

行
い
、
２
日
間
で
44
人
（
男
性
３

人
、
女
性
41
人
）
と
沢
山
の
参
加

　

３
月
７
日
（
土
）
か
ら
２
０
１

５
年
第
２
回
介
護
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。
４
月
30
日
ま
で
５
回
シ

リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。

　

在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
都
築
所
長

か
ら
は
、
介
護
を
取
り
巻
く
状

況
、
老
健
と
ね
の
紹
介
、
介
護
事

看
護
の
魅
力
を
知
っ
た
！

〈
沼
田
東
支
部
〉

東　

し
づ
ゑ

松
本　

弘
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

石
田
テ
ツ
子

山
﨑　

京
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

小
林　

利
久

〈
利
南
支
部
〉

工
藤
ゆ
う
子

〈
薄
根
支
部
〉

西
山
ミ
ツ
ヨ

牧
野　
　

裕

〈
川
田
支
部
〉

生
方
ま
ち
子

生
方
ち
か
子

〈
白
沢
支
部
〉

鶴
渕　

久
夫

宮
田
き
み
代

鶴
渕　
　

勝

〈
利
根
北
支
部
〉

髙
橋　

幾
雄

小
池
と
し
子

〈
利
根
南
支
部
〉

佐
々
木
美
恵
子

〈
片
品　

支
部
〉

星
野　

和
子

二
嶋　

洋
一

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

根
岸　

祥
市

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

田
中　

孝
則

岡
田　

英
子

〈
水
上
支
部
〉

平
野　

敏
視

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

林　
　

茂
昭

〈
高
山
支
部
〉

登
坂　

裕
美

〈
旧
子
持
村
〉

島
村　

公
一
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▼
２
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
56
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間
２
月
の

新
加
入
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、

入
院
中
の
方
の
血
圧
測

定
、
足
浴
、
洗
髪
な
ど
の

看
護
体
験
を
行
い
、
ま
た

松
葉
杖
や
車
椅
子
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
る
な

ど
、
患
者
体
験
と
し
て
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
緊
張
し
て
い
た
学
生
さ

業
所
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
講
座
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
で
、
沼
田
市
高

齢
福
祉
課
職
員
の
方
を
講
師
に
、

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
地
域
で
の
見
守
り
や
、
怒
ら

な
い
言
葉
、
一
緒
に
行
動
を
す
る

な
ど
、
介
護
を
し
て
い
る
人
・
受

け
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
理
解
し

て
い
け
る
生
活
環
境
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
（
土
）「
傾
聴
」、
４

月
25
日
（
土
）「
高
齢
者
疑
似
体

験
、
移
乗
と
車
イ
ス
介
助
、
階
段

昇
降
と
歩
行
介
助
」、
４
月
30
日

（
木
）「
介
護
施
設
見
学
、お
や
つ

づ
く
り
」
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
組
織
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

２
月
21
日
（
土
）、生
協
本
部
に

ぎ
わ
い
で
内
科
医
師
、
吉
見
誠
至

第２回

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、「
患

者
さ
ん
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
か

ら
、
医
師
よ
り
も
看
護
師
に
な
り

た
い
」「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
い
て
感
動
し
た
」「
助

産
師
と
い
う
仕
事
に
興
味
が
増
し

た
」
な
ど
夏
の
看
護
体
験
も
参
加

し
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
体
験
が
少
し
で
も
学
生

さ
ん
た
ち
の
進
路
選
択
の
参
考
と

な
り
、
新
病
院
で
一
緒
に
働
く
こ

と
が
で
き
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

ん
た
ち
で
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
表

情
が
和
ら
ぎ
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
し
た
。

氏
に
よ
る
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
＆
懇
談

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
家

族
な
ど
気
付
い
た
人
の
指
摘
が

重
要
な
こ
と
。

な
ど
が
講
演
の
中
で
話
さ
れ
て
、

参
加
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
た
ち
は

「
う
ん
う
ん
」
と
う
な
ず
い
て
い

ま
し
た
。

　
「
旅
行
な
ど
に
行
っ
て
、も
し
も

友
人
が
無
呼
吸
だ
と
気
付
い
た
ら

受
診
を
す
す
め
よ
う
！
」
と
参
加

者
か
ら
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
使
っ
て
い

る
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
良
く

眠
れ
る
よ
う
に
な
り
夜
中
に
ト
イ

レ
に
起
き
な
く
な
っ
た
。
居
眠
り

を
し
な
く
な
っ
て
昼
間
の
自
動
車

で
の
移
動
に
不
安
が
な
く
な
っ

た
。
さ
ら
に
は
血
圧
や
血
糖
値
が

正
常
に
な
っ
た
」
と
経
験
談
が
話

さ
れ
ま
し
た
。

日　　程 内　　　容

４月１１日（土） 糖尿病って
どんな病気？

６月 ６日（土） 検査値の読み方
７月１８日（土） 合併症の話
１０月１７日（土） 食事の話
１２月１２日（土） 運動の話
２月２７日（土） 薬の話

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

日 

時	

５
月
３
日（
日
）

	

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場 

所	

高
崎
音
楽
セ
ン
タ
ー

参
加
協
力
券 

５
０
０
円

講 

演	

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
止
め

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
に

講 

師	

弁
護
士　

宇
都
宮
健
児
氏

※
参
加
申
し
込
み
先
：

　

利
根
保
健
生
協 

組
織
部
（
☎
22
‐
２
３
０
０
）

第
31
回 

憲
法
記
念
日
集
会

利
根
中
央
病
院
竣
工
記
念

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

会
が
36
人
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
的
に
は
、
太
り
気

味
、
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な

い
、
寝
る
前
の
お
酒
が
習
慣

の
人
な
ど
は
要
注
意
で
す
。

・
睡
眠
中
の
無
呼
吸
が
、
昼

間
の
生
活
時
間
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
。

・
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
睡
眠
時
に
装

着
す
る
酸
素
吸
入
器
）
や

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
等
の
治
療

法
が
あ
る
こ
と
。

・
こ
の
病
気
は
本
人
が
自
覚

糖尿病教室開催

第７回

無
呼
吸
と
気
づ
い
た
ら

早
め
の
受
診
を
！

第 12回
医療講演
＆懇談会

介護学校はじまる

餅
つ
き
大
会

餅
つ
き
大
会

老健とね

　

生
協
主
催
の
第
30

回
囲
碁
大
会
が
３
月

22
日
、
と
ね
診
療
所
待

合
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
入
門
レ
ベ

ル
か
ら
有
段
者
ま

で
、
棋
力
に
応
じ
た
四

段
階
か
ら
な
る
ク
ラ

ス
戦
が
行
わ
れ
、
十
代

か
ら
九
十
代
ま
で
の
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
行
委
員
の
小
野
武
志
さ
ん
よ
り
碁
石
や

碁
盤
を
格
安
で
譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
に
お
餅
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職

員
の
手
で
瞬
く
間
に
一
口
大
の

大
き
さ
の
、「
き
な
粉
」「
あ
ん

こ
」「
か
ら
み
」
３
種
類
の
お
餅

が
で
き
ま
し
た
。

　

漬
物
や
甘
酒
も
準
備
さ
れ
、

皆
さ
ん
か
ら「
お
い
し
い
、う
ま

い
、
ほ
っ
ぺ
た
落
ち
そ
う
」
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
の
「
食
べ
ら
れ
ま

す
か
？
」
の
問
い
か
け
に
は

Ｓ
ク
ラ
ス
優
勝
は
柳
町
の
宮
沢
等
さ
ん

　

Ｓ
ク
ラ
ス
（
五
～
九
段
）

一
位　

宮
沢　
　

等
（
沼
田
北
支
部
）

二
位　

阿
部　

八
郎
（
高
山
支
部
）

三
位　

北
爪　

裕
幸
（
沼
田
中
支
部
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
三
～
四
段
）

一
位　

和
南
城
順
一
（
昭
和
東
支
部
）

二
位　

梅
沢　

銀
一
（
沼
田
東
支
部
）

三
位　

諸
田
吉
之
助
（
昭
和
南
支
部
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
～
二
段
）

一
位　

林　
　

忠
男
（
薄
根
支
部
）

二
位　

田
村　

賢
一
（
池
田
支
部
）

三
位　

大
河
原
好
一
（
池
田
支
部
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
級
）

一
位　

堤　
　

勝
利
（
沼
田
北
支
部
）

二
位　

星
野　

強
次
（
沼
田
東
支
部
）

三
位　

塩
野　

大
吉
（
沼
田
東
支
部
）

◇
各
ク
ラ
ス
の
成
績

「
食
べ
ら
れ
ま
す
！
」
と
元
気
に

こ
た
え
、
職
員
も
「
食
べ
ろ
、
食

べ
ろ
」
と
勧
め
ら
れ
、
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
餅
を
食
べ

終
わ
る
と
、
甘
酒
や
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
利
用
者
さ
ん
同
士
ゆ
っ
く

り
と
談
話
さ
れ
て
い
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

熱
闘
！
第
30
回
囲
碁
大
会

と　

き
：
５
月
14
日（
木
） 

　
　
　

 

開
会　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ
：
み
な
か
み
町
総
合
運
動
場

（
ホ
ッ
ケ
ー
場
）

参
加
費
：
３
０
０
円

＊
各
自
、
弁
当
・
飲
み
物
・
油
性
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
持
参

申
込
締
切
日　

４
月
23
日
（
木
）

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
増
資
コ
ー
ナ
ー　

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
各
支
部
の
実
行
委
員

・
生
協
本
部
組
織
部　

☎
22
‐
２
３
０
０

主
催
：
利
根
保
健
生
活
協
同
組
合



一人は万人のために 万人は一人のために

病は口より入り、禍は口より出ず　病気は口から入る飲食物が原因で生じ、禍は口から出ることばを慎まないところからおこる。
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利根中央病院
院長・産婦人科医師

糸賀  俊一

　

昨
夏
よ
り
藤
原
明
川
平
班
の
班

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
20
年
前
に

県
外
病
院
の
医
療
職
か
ら
転
身
、

移
住
し
て
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め

ま
し
た
。
中
央
病
院
に
は
そ
の
頃

か
ら
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
藤
原
地
区
で
も
単
身
や

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
え
、
道
で

会
っ
た
人
か
ら
、
一
日
一
回
も
喋

ら
な
か
っ
た
と
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

中
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
班
会
開
催
を
思
い
た
ち

ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
大
坪
・
立

岡
班
長
と
一
緒
に
朝
倉
さ
ん
の
ペ

ン
シ
ョ
ン
を
会
場
に
し
て
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
お
し
ゃ
べ
り
や
体
操

が
楽
し
め
る
と
大
好
評
。
昨
年
四

月
の
開
始
以
来
、
参
加
者
も
毎
回

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
自
身
も
喜

ん
で
も
ら
え
た
と
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

年
末
に
実
施
し
た
食
事
や
カ
ラ

オ
ケ
を
交
え
た
忘
年
会
も
好
評
で

し
た
。「
長
続
き
で
き
る
よ
う
な

皆
が
楽
し
く
集
ま
れ
る
場
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
藤
原　

朝
倉　

薫
さ
ん

「
み
ん
な
が
楽
し
く
集
ま
れ
る
場
を
」

骨
粗
鬆
症
は
な
ぜ
起
き
る
？

　

骨
の
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
骨
密
度
や
骨
質
が
低
下
し
て

起
こ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
を
引
き

起
こ
す
危
険
因
子
と
し
て
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

原
因
１　

ホ
ル
モ
ン
の
減
少

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
）
は
、
骨
の
代
謝
に
大
き
な
関

わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

原
因
４　

病
気
や
薬

　

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
な
ど
の
薬
に
よ

っ
て
、
骨
粗
鬆
症
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
因
５　

遺
伝
、
体
質

　

家
族
に
骨
粗
鬆
症
の
方
や
足
の

つ
け
ね
（
大
腿
骨
近
位
部
）
な
ど

の
骨
折
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
が

い
る
場
合
は
、
な
る
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
原
因
の

一
割
は
骨
折

　

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
骨
折

は
、
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
２
０
０
４
年
の
厚
生
労
働
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
寝
た
き
り
な

ど
で
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の

第
３
位
は
「
骨
折
・
転
倒
」（
10
・

８
％
）
で
し
た
。
65
歳
以
上
の

方
、
骨
粗
鬆
症
の
危
険
因
子
を
持

っ
て
い
る
方
は
、
骨
折
の
予
防
を

原
因
２　

栄
養
の
不
足

　

カ
ル
シ
ウ
ム
、タ
ン
パ
ク
質
、ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
な
ど
の

栄
養
の
不
足
や
、
加
齢
や
病
気
な

ど
の
た
め
に
腸
か
ら
こ
れ
ら
の
栄

養
を
吸
収
す
る
力
が
落
ち
る
と
、

骨
量
は
減
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

原
因
３　

運
動
不
足
、
喫
煙
、
飲
酒

　

喫
煙
、
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
も
、
骨
粗
鬆
症
の
危
険
因
子
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
、
骨
の
強
度
が
低
く
な
り
、
軽
い
衝
撃

で
も
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
特
有
の

症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
折
に
伴
っ
て
背

骨
の
変
形
や
腰
痛
が
起
こ
り
、
寝
た
き
り
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
防
ぐ
た
め
に
は
骨
粗
鬆
症
の
予

防
と
治
療
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
に
は
男
性
３
０
０
万
、
女
性
９
８
０

万
人
の
骨
粗
鬆
症
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
さ
ら
に
増

え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
が
け
た
生
活
を
送
る
と
と

も
に
、
自
治
体
な
ど
が
行
う
検
診

を
積
極
的
に
受
け
、
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
骨
量
の
減

少
が
進
ま
な
い
よ
う
に
治
療
や
予

防
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。骨

粗
鬆
症
の
治
療

　

骨
粗
鬆
症
の
治
療
の
目
的
は
、

骨
量
を
減
ら
さ
ず
に
骨
質
を
良
く

し
て
、
骨
折
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
治
療
に
は
、
食
事
、

運
動
、
薬
物
療
法
が
あ
り
、
と
く

に
食
事
と
運
動
療
法
は
、
予
防
の

基
本
に
も
な
り
ま
す
。
薬
物
治
療

が
必
要
な
場
合
は
、
症
状
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
治
療
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

１　

食
事
療
法

　

治
療
や
予
防
に
必
要
な
栄
養
素

図表・参考：アステラス製薬社HP。
http://www.astellas.com/jp/health/healthcare/osteoporosis/
basicinformation01.html

図．利根中央病院で実施しているデキサ（ＤＸＡ）

表．ＹＡＭ％で見る骨量

見
渡
せ
ば
は
る
か
稜
線
雪
も
よ
う

我
輩
の
嫁
に
な
ら
ぬ
か
春
な
か
ば

車
座
の
ご
ざ
に
石
置
く
春
疾
風

泣
き
つ
ぷ
り
笑
顔
も
に
あ
ふ
雛
ま
つ
り

原
発
さ
へ
な
く
ば
浅
蜊
の
う
ま
き
頃

み

仏
と
膝

を

真

向
ふ
春

彼

岸

ぽ
こ
ぽ
こ
と
歩
く
小
道
や
入
彼
岸

手
作
り
の
箒
売
り
く
る
彼
岸
入
り

農

日

誌

開

く
窓

辺
に
風

光
る

無
事
告
げ
て
置
き
文
の
あ
り
春
の
昼

大

赤

城

裾

野

遥
か
に
霞
け
り

木
の
芽
風
校
庭
の
子
等
高
き
声

寄
せ
書
き
の
文
字
そ
れ
ぞ
れ
に
巣
立
ち
か
な

冬
薔
薇
の
ブ
ー
ケ
を
何
処
へ
投
げ
ま
せ
う

ま
ま
ご
と
の
や
う
な
子
の
家
春
灯

赤
い
靴

歩
む
足

元
ふ
き
の
た
う

夢
に
出
た
考
妣
野
良
着
彼
岸
入
り

万

物
や
生
き
て
大

地
の
緑
か
な

重

力

と

浮

力

拮

抗

ぼ

た

ん

雪

沼
田
市
西
原
新
町　

坂
上　

光
子

沼
田
市
西
原
新
町　

青
木　

伸
之

沼
田
市
高
橋
場
町　

片
桐　

初
恵

沼
田
市
高
橋
場
町　

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
久
屋
原
町　

氏
家　
　

孝

沼
田
市
栄
町　

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
栄
町　

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
沼
須
町　

角
田
ひ
ろ
子

沼
田
市
上
発
知
町　

田
村　

し
ま

沼
田
市
上
発
知
町　

桑
原　

昭
一

沼
田
市
中
発
知
町　

林　
　

和
光

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

沼
田
市
硯
田
町　

平
井
登
志
恵

沼
田
市
利
根
町
高
戸
谷　

加
藤　

楓
子

沼
田
市
利
根
町
老
神　

金
子　

笑
子

沼
田
市
利
根
町
追
貝　

星
野　
　

香

川
場
村
生
品　

桑
原
あ
や
子

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

み
な
か
み
町
小
川　

吉
澤　

章
子

履
歴
書
に
書
け
な
い
こ
と
も
二
つ
三
つ

過
労
死
を
防
ぐ
と
い
え
ど
も
口
だ
け
で

改

革
は
農

協
よ
り
も
閣

僚
を

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
薄
根
町　

宮
下　

筆
彰

沼
田
市
堀
廻
町　

今
井　

栄
一

父
の
居
る
老
健
の
人
半
袖
で
背
中
流
す
言
の
葉
優
し
　
　

　滝
坂
の
径
を
下
る
学
生
は
足
音
軽
く
吾
を
追
ひ
越
す
　
　

　雪
か
む
り
淡
あ
わ
と
咲
く
十
月
桜
春
に
は
た
く
ま
し
蕾
数

多
に

雪
の
日
の
花
屋
に
春
を
誘
は
れ
漂
ふ
香
り
ふ
り
む
き
て
立
つ

　抗
門
の
橋
を
渡
れ
ば
春
暦
退
院
急
ぐ
夢
や
膨
ら
む
　
　
　

　冬
を
越
え
湿
る
荒
田
の
切
株
は
さ
ら
さ
ら
残
る
白
く
並
び
て

　大
雪
も
た
ち
ま
ち
解
け
て
各
地
よ
り
桜
開
花
を
告
げ
ら
れ

る
日
日

健
や
か
な
命
も
と
め
て
六
十
年
さ
ら
な
る
と
り
で
新
院
間

近
し

沼
田
市
東
原
新
町	

箕　

輪　

愛　

子

　
沼
田
市
清
水
町	

堀　

越　

京　

子

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

白　

井　

恵
美
子

　
沼
田
市
上
沼
須
町	

大　

竹　

春　

江

　
沼
田
市
上
発
知
町	

田　

村　

稲　

雀

　
沼
田
市
白
沢
町	

大　

迫　

あ
い
子

　
み
な
か
み
町
東
峰	

河　

合　

な
み
江

　
高
山
村
中
山	

木　

村　

朝
次
郎

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月
15
日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

適
度
な
運
動
で
転
倒
を
防
ご
う

骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
に
つ
い
て

は
、
骨
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
や
タ
ン
パ
ク
質
、
骨
の
リ
モ

デ
リ
ン
グ
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
な
ど
で
す
。
避
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
食
品
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
リ
ン
や
食
塩
、
カ
フ
ェ

イ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
と
り
過
ぎ

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２　

運
動
療
法

　

骨
は
、
運
動
を
し
て
負
荷
を
か

け
る
こ
と
で
丈
夫
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で

体
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
よ
く
す
る
と
ふ
ら
つ
き

が
な
く
な
り
、
転
倒
を
防
ぐ
こ
と

も
で
き
る
た
め
、
運
動
療
法
は
治

療
に
不
可
決
で
す
。

３　

薬
物
療
法

　

食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
行
う

と
同
時
に
、
骨
量
を
増
や
す
薬
、

骨
の
代
謝
を
助
け
る
薬
を
使
い
治

療
を
行
い
ま
す
。
痛
み
が
あ
る
時

は
、痛
み
を
取
る
薬
も
使
い
ま
す
。

薬
物
治
療
に
よ
っ
て
骨
密
度
の
値

が
改
善
さ
れ
て
も
、
薬
を
や
め
る

と
骨
密
度
は
再
び
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
治
療
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

筋
肉
を
つ
け
骨
量
を
保
つ

　

骨
を
作
る
に
は
、
必
要
な
栄
養

を
と
る
と
と
も
に
、
適
度
な
運
動

を
し
て
骨
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
筋
力
を
つ

け
る
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
つ

け
る
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
転
倒

を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
ま
い
や
身
に
つ
け
る
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
生

活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、
転
倒

を
防
ぐ
た
め
に
大
切
で
す
。

骨　密　度

正 常 ＹＡＭの８０%以上

骨 量 減 少 ＹＡＭの７０〜８０%

骨 粗 鬆 症 ＹＡＭの７０%未満

骨
粗
鬆
症
の
診
断

　

骨
粗
鬆
症
は
、骨
折
の
有
無
と

骨
密
度
の
値
に
よ
っ
て
診
断
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

（
１
） 

脆
弱
性
骨
折
が
あ
る
。

（
２
） 

脆
弱
性
骨
折
は
な
い
が
、骨

密
度
が
若
い
人
の
平
均
値

の
70
％
未
満

（
３
） 

脊
椎
Ｘ
線
検
査
で
骨
粗
鬆

化
が
認
め
ら
れ
る
場
合

の
三
ケ
ー
ス
で
す
。

　

脆
弱
性
骨
折
と
は
、「
低
骨
量
」

が
原
因
で
、転
倒
な
ど
の
軽
い
衝

撃
で
起
こ
っ
た
骨
折
を
い
い
ま

す
。

　

骨
密
度
は
、若
い
人
（
20
～
44

歳
）の
平
均
値
と
比
べ
て
ど
れ
く

ら
い
減
っ
て
い
る
か
を
計
算
し

た
「
％
Ｙ
Ａ
Ｍ
」(Young Adult 

Mean

・
若
年
成
人
比
較)

で
示

さ
れ
ま
す
。「
Ｙ
Ａ
Ｍ
80
％
」
は

「
骨
密
度
が
若
い
人
の
平
均
の
80

％
」
と
い
う
意
味
で
す
（
表
）。

　

脆
弱
性
骨
折
の
あ
る
場
合
Ｙ

Ａ
Ｍ
80
％
未
満
で
骨
粗
鬆
症
と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　

利
根
中
央
病
院
で
は
デ
キ
サ

法
と
い
う
微
量
の
Ｘ
線
で
骨
の

ミ
ネ
ラ
ル
量
を
測
る
方
法
で
、腰

椎
や
足
の
つ
け
ね
、手
首
で
の
測

定
を
し
て
い
ま
す
（
図
）。

「気になる方は、
 整形外科（男性）、
 産婦人科（女性）に
 ご相談ください。」
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309 回

生方　輝房

村田　定蔵

小野　のぶ

小林永久子

得能　淑子

染谷はるい

高橋　道子

綿貫　藤江

三ツ井久雄

片野　敏雄

馬場半次郎

永井　達郎

織田澤澄世

木内　　良

田中和喜雄

木内　公男

木村　恒男

木村　敬史

吉沢　　栄

白岩　次夫

小沢　隆之

阿部　尚子

久枝　　允

知久ちょう

中村　ちよ

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

深津　文子

高橋　銀子

角田　梅子

加藤　眞喜

小林　喜市

三代　芳恵

戸丸　長太

星野　　司

桑原藤太郎

星野　邦子

藤井　峰子

佐藤　　興

渋谷　典子

尾崎　雅子

真庭　利治

中村　秀夫

山田八重子

高橋　ミネ

長濱　水郎

丸山　　功

岡田　完二

石田千恵子

富沢カヅエ

佐々木里子

西山　良子

水野喜美子

太田ヒサ子

太田ヒサ子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

脳トレ・骨密度チェック

脳トレ・骨密度チェック

女性の尿漏れ・骨盤底筋体操

認知症について

高齢者の肺炎について

筋トレ・体操

筋トレ・体操

60 周年を祝う会

わくわく麻雀

指先体操

薬のはなし

俳句会

コレステロールについて

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

口のしくみ・あいうべ体操

ころばん体操・体組成チェック

ころばん体操・体組成チェック

ころばん体操・体組成チェック

健康マージャン教室

健康マージャン教室

健康マージャン教室

カラオケを楽しむつどい

カラオケを楽しむつどい

カラオケを楽しむつどい

大腸がんチェック

大腸がんチェック

ころばん体操

「総合診療科」ってなに？

新年会

体操、骨密度・体組成チェック

ころばん・あいうべ体操

ころばん・あいうべ体操

新年会

新年会

薬のはなし

健口体操

健口体操

指圧

指圧

指圧

糖尿病について

糖尿病について

皮膚掻痒症について

皮膚掻痒症について

脳いきいき班会

脳いきいき班会

誤嚥性肺炎について

年間計画作成・ロコモ体操

年間計画作成・ロコモ体操

年間計画作成・ロコモ体操

手芸教室

手芸教室

筋トレ・ラジオ体操

筋トレ・ラジオ体操

筋トレ・ラジオ体操

筋トレ・ラジオ体操

上原町 7-3

上原町 6-2

材木町 1

材木町11-3

西原新町11-1

東原新町９

東原新町５

支部合同

薄根町 6-3

薄根町 6-5

鍛冶町 10

いこい句会

上久屋馬場

中発知町 木内

中発知町 岩木１

中発知町 岩木２

中発知町 木村

中発知町 店

中発知町 田中

中発知町 板屋

中発知町 原

中発知町 東西

井土上町合同 1

井土上町合同 2

井土上町合同 3

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

下川田町 宮塚１

下川田町 宮塚２

尾合 上

高戸谷合同

支部合同

タナテクテクヤング

菅沼 １

菅沼 ２

支部合同１

支部合同２

中野合同

後閑 上入

後閑 下入

政所合同

真庭合同

真庭合同

下牧 原の中

下牧 原－２

月夜野 町組 12-1

月夜野 町組 2-2

月夜野 橋下合同

月夜野 橋上合同

須川 十二河原

須川１ 

須川２

須川４

遊布

遊布

福寿草

福寿草

福寿草

福寿草

63 班

沼田東

　

沼田中

沼田西

沼田南

沼田北

利　南

池　田

薄　根

川　田

白　沢

利根北

利根南

片　品

川　場

月夜野東

月夜野西

須　川

職域・他

総計

利 根 の 保 健 （４）第547号2015年４月１日（毎月1回1日発行）

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp
写真の返却はできませんが、郵送でも受け付けています。

沼
田
市
恩
田
町

　
　

慧け
い
ご伍

く
ん
（
10
ヶ
月
）

高
橋
優ゆ
う
か花

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

　
　

慶よ
し
な
り成

く
ん
（
３
歳
）

ケ
ン
カ
し
て
も
す
ぐ
に
仲
良
し
♪

病に応じて薬を授く　病気によって薬の処方を変える。相手や状況によって最も適した方法をとるたとえ。

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの利根北　高戸谷班

池田　中発知合同班

池田　岡谷中部・南部合同班

総合診療科とは？（参加：鈴木諭先生）

口のしくみ／尿中ピロリ菌チェック

歯磨きの効果／歯槽膿漏・虫歯チェック

「受診科に迷ったときは、総合診療科だね」と参加者。
安心して受診できるとの声が上がりました。

「健康のために鼻呼吸をしましょう」と金子貴紀先生！
あいうべ体操の紹介がされ、さっそく取り組みました。

東京民医連より歯科の先生も参加！　使っている歯ブ
ラシのチェックや磨く強さなどを学びました。

■材料（２人分）■

たけのこと桜えびの炊き込みご飯

①米はといでざるに上げ、約30分水気をきっておく。

②たけのこは薄切りにする。

③炊飯器の内釜に①とAを入れ、水を1合の目盛りまで注い
で全体を混ぜ合わせ、たけのこと桜えびを平らにのせて
炊く。

④炊き上がったら約10分蒸らし、さっくりと混ぜて器に盛り、
木の芽とのりを飾り完成。

■作り方■ （栄養課　千明 米子）

◦米……１合
・たけのこ（茹でたもの、または水煮）…100ｇ
・桜えび……大さじ２
・木の芽、刻みのり……適量
・だし汁……2/3カップ
・薄口しょうゆ……大さじ１
・みりん……大さじ1/2

２月班会開催一覧
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　２月２８日（土）、内科外来前で、プ
ロとして活躍している長谷部恵美さん
（ヴァイオリン）、ピーティ田代櫻さん
（チェロ）から素敵な演奏を頂きました。
今回は、「来場の患者さんが一緒に歌え
るように」との意向から、チラシに「見
上げてごらん夜の星を」「川の流れのよ
うに」の歌詞を掲載。綺麗な音色に癒
されつつ、それぞれの演奏になった時
は会場全体に元気な歌声が響きました。

４月より人間ドックのコース内容を変更いたします。
ご希望に合わせて選択していただけますので、ぜひご利用
下さい。なお、７０歳以上コースは廃止とさせていただき
ましたのでご了承下さい。

〈基本コース 検査内容〉
身長・体重・ＢＭＩ・腹囲・血圧・視力・眼圧・血液検査（貧血・肝機能・脂質・糖・
腫瘍マーカー２種）　尿検査・便潜血・腹部エコー・胸部Ｘ線・心電図・肺機能・
眼底・聴力・胃検査（バリウム検査または胃カメラ）・診察

男性コース（基本コース＋前立腺がん検査）

基本コース 

３６，１８６円（税抜）

３４，７６０円（税抜）

組合員以外

３１，４２６円（税抜）

３０，０００円（税抜）

組合員

女性コース（基本コース＋乳がん・子宮頚がん検査） ４０，７６０円（税抜）３６，０００円（税抜）

４月より全科院外処方
となります。
ご理解とご協力をお願
いいたします。

院外処方 の
　  お知らせ

27年度人間ドックのご案内

ひなまつりコンサートひなまつりコンサート


